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○ 本年３月４日に夕張市の財政再生計画の変更について総務大臣が同意した

が、令和７年度予算について、その後に発生した新たな事情に早急に対応す

るため、歳入・歳出額を変更するもの。 

 

○ 変更に伴い必要となる財源については、新たな歳入の確保等により対応す

ることとしており、財政再生計画の主要部分である計画期間、財政再生の基

本方針等について変更はない。 

 

Ⅰ 経過  

 R7. 6.10  夕張市議会が財政再生計画の変更を議決 

〃    夕張市長から総務大臣宛に財政再生計画変更協議書の提出 

（北海道知事経由） 

 

Ⅱ 歳入・歳出額の変更における主な内容  

１ 主な変更事項 

（１）消防デジタル無線基地局整備（＋１９百万円） 

南空知の５消防本部における消防指令システムの共同運用に向けて、既存の

デジタル無線網を更新する必要があることから、無線基地局整備に係る経費を

計上するもの。 

（財源）地方債 １９百万円 

 

（２）し尿処理場維持管理（＋１０百万円） 

緊急的に実施した故障に伴う監視カメラ等の更新により、当初予定したその

他の計画修繕の実施に支障をきたすことから、施設管理に係る修繕料を追加計

上するもの。 

（財源）一般財源 １０百万円 

 

（３）定額減税調整給付事業（不足額給付）（＋４７百万円） 

昨年度実施した定額減税調整給付金について、令和６年分の所得税額が確定

したことで、当初の給付額に不足があることが判明した対象者への追加給付に

係る経費を計上するもの。 

（財源）物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金 ４７百万円 

夕張市財政再生計画の変更 
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（４）戸籍振り仮名通知（＋２百万円） 

戸籍法の改正に基づき、新たに戸籍に記載される氏名の振り仮名を対象者

へ通知する必要があることから、通知に係る経費を計上するもの。 

（財源）国支出金 ２百万円 

 

２ 性質別歳入・歳出の増減 

【一般会計】 

（１）歳入 

   国・道支出金の増（＋５０百万円）、繰入金の増（＋１３百万円）、地方債

（＋１９百万円）により８２百万円の増 

 

（２）歳出 

 物件費の増（＋６百万円）、維持補修費の増（＋１１百万円）、扶助費の増

（＋４４百万円）、建設事業費の増（＋１９百万円）、その他の増（＋２百万

円）により８２百万円の増 
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（参考） 歳入・歳出の全体像  

【一般会計】（令和７年度計画） 

 

 

（単位：百万円）

変更前 変更後 増減額

868 868 －

53 53 －

5,178 5,178 －

1,640 1,690 50

デジタル基盤改革支援補助金【国】　＋0
社会保障・税番号制度システム整備費補助金【国】　＋2
物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金【国】　＋47
生活困窮者就労準備支援事業費等補助金【国】　＋1

1,618 1,631 13 財政調整基金繰入金　＋13

235 254 19 緊急防災・減災事業債　＋19

813 813 －

10,405 10,487 82

1,370 1,371 0 定額減税調整給付事業（不足額給付）　＋0

1,857 1,863 6

国民健康保険システムガバメントクラウド回線構築　＋0
戸籍振り仮名通知　＋2
定額減税調整給付事業（不足額給付）　＋2
生活保護システム改修（生活扶助基準の見直し）　＋1
生活保護システム改修【財源振替】　0

373 384 11
し尿処理場維持管理　＋10
中学校校舎外壁修繕　＋1

1,463 1,507 44 定額減税調整給付事業（不足額給付）　＋44

312 331 19 消防デジタル無線基地局整備　＋19

3,602 3,602 －

うち再生振替特例債 2,558 2,558 －

668 668 －

760 762 2 ≪補助費等≫花粉交配支援緊急対策　＋2

10,405 10,487 82

※端数処理の結果、増減額及び合計が一致しない。
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